
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。 

リサイクル適性 Ａ

フォークリフトが鉄筋を押し
すぎて合図者が墜落する

あおりを立てる場合
は必ず固定する

対滑性のある靴を着
用する

安全な立ち位置を確
保する

背を荷台端に向けな
いようにする

保護帽を着用する

荷台上ではできるだ
け作業をしない

不安定な荷の上はでき
るだけ移動しない

トラックでの荷役作業の
リスクアセスメントを
実施しましょう

ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5

ステップ１～４の
内容を記録

リスク低減措置
の実施

リスク低減措置の
内容を検討

リスクレベルの
見積り、優先度
の決定

危険源の
洗い出し

実施の準備
担当者の養成

石川労働局労働基準部安全衛生課 （URL http://www.roudou.go.jp/seido/sangyo/index.html）

トラックへの荷積み作業でのリスクアセスメント実施事例

実
施
順

●フォークリフトの荷積み作業での荷台上での合図者が作業中に荷台から墜落する

●上記の作業はいつでもありえるので、いずれも災害発生の可能性が高い
●墜落・転落は打ちどころが悪いと重症災害になる可能性がある

危険源の洗い出しステップ１

リスクの評価を行い、速やかにリスク低減措置を講ずる必要があると決定ステップ2

Ａ 荷台上での不要な作業を減らす・昇降設備を設ける………………………………………………………❶
Ｂ 墜落時保護用ヘルメットをかぶる・対滑性のある靴を着用する……………………………………………❷
Ｃ フォークリフト運転者との連携用の呼子を持つ ……………………………………………………………❸

リスク低減措置は工学的措置を優先し、管理的対策、個人用保護具の使用を後順位にするステップ3

リスク低減措置を実施するステップ4

フォークリフトで重量1トン長さ8メートルの鉄筋束をトラックに積み込む作業
● 作業内容

作　　　業 リ　ス　ク リスクレベル 低減措置 優先順位

フォークリフトの荷積みを荷
台上で誘導する作業

A
Ⅳ　重大な問題あり

発生頻度…高　重篤度…重大

フォークリフトが荷を押し
過ぎて合図していた誘導
者が荷台から墜落する

B
C

●リスクアセスメント実施結果

❶
❷
❸

発生頻度…高
重篤度…重大

安全衛生法令を守るだけではなく、現実の危険を排除しなければ先に起こりうる
労働災害を防ぐことはできません。職場全員の「危険」の感受性で、危険の芽を摘み、
労働災害を防ぎましょう。そのためには、リスクアセスメントの実施が効率的、
効果的ですから次のステップにしたがってリスクアセスメントを進めましょう。

安全専門官
テキストボックス
石川労働局労働基準部健康安全課（URL　http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/home.html）




